
　６月１４日、県クリスタルパーク恵那スケート場で第５回市消防協会消防操法大会が開催されました。
写真は優勝した中野方分団。同分団は、８月に行われる県消防操法大会に出場します。入賞分団は次の
通りです。準優勝＝上矢作Ｂ、３位=東野、４位＝長島、５位＝上矢作Ａ、６位＝大井、敢闘賞＝岩村。
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2009（平成21年）

夏のイベント特集
総合計画後期計画
お知らせ
情報ＢＯＸ
えな自慢

２ ～９
 １０～１１
 １２～１５
 １６～１９
 ２０ 

主な内容
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催
し

　

市
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
祭
り
や
花
火
大

会
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

１�２�６�８�９�
ち
ゃ
ん
こ
会

い
わ
む
ら
夏
ま
つ
り

い
わ
む
ら
夏
ま
つ
り

能
が
楽
し
く
な
る
勉
強
会

寿
老
の
滝 
出
店

あ
そ
び
に
お
い
で
よ　

道
の

！！

駅
縁
日

寿
老
の
滝 
出
店

　
�１３

　
�１４

　
�１５

　
�１６

　
�２２

ザ
・
縁
日
ふ
る
さ
と
創
生
花
火

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
お
盆
イ
ベ
ン
ト

恵
那
納
涼
夏
祭
り
と
盆
踊
り

の
夕
べ

毛
呂
窪
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

第　

回
天
空
の
里
飯
地
高
原

２８
夏
ま
つ
り

や
ま
お
か
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
お
盆
イ
ベ
ン
ト

第　

回
明
智
町
納
涼
花
火

２０
大
会

上
矢
作
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

第　

回
東
野
納
涼
夏
祭
り

２８
寿
老
の
滝 
出
店

武
並
町
夏
ま
つ
り

姫
栗
納
涼
夏
祭
り

中
野
方
町
夏
祭
り

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
お
盆
イ
ベ
ン
ト

く
し
は
ら
盆
踊
り

寿
老
の
滝 
出
店

爪
切
地
蔵
尊
奉
納
花
火
大
会

阿
木
川
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第　

回
岐
阜
県
畜
産
フ
ェ
ア

２０
い
わ
む
ら
城
址
薪
能

８月

８月

　
�１７

　
�１８

　
�１９

　
�２０

　
�２５

　
�２６

明
智
ぎ
お
ん
祭

登
り
窯
窯
焚
き

能
が
楽
し
く
な
る
勉
強
会

岩
村
町
楽
市
街
道
宵
ま
つ
り

明
智
ぎ
お
ん
祭

登
り
窯
窯
焚
き

福
寿
苑
夏
ま
つ
り

こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９

明
智
ぎ
お
ん
祭

登
り
窯
窯
焚
き

こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９

第　

回
恵
那
納
涼
水
上
花
火

３８
大
会

お
り
が
わ
湖
ま
つ
り

７月

今年も夏は今年も夏は
市     市内内でで楽楽ししももうう

　さあ、いよいよ夏休みが始まります。皆さんは、ことしの夏をどう過ごさあ、いよいよ夏休みが始まります。皆さんは、ことしの夏をどう過ご
しますか。 旅行の計画もいいですが、市内の夏も楽しいですよ。しますか。　旅行の計画もいいですが、市内の夏も楽しいですよ。皆さん皆さん
が参加して、楽しむことができるイベントが参加して、楽しむことができるイベントを、各地域で準備中です。を、各地域で準備中です。
今回は、市内の夏を４つのキーワード「催し」「動く」「学ぶ」「癒やし」　今回は、市内の夏を４つのキーワード「催し」「動く」「学ぶ」「癒やし」

に分けて紹介します。好きなものを選んで、夏を楽しみましょう。に分けて紹介します。好きなものを選んで、夏を楽しみましょう。

3　2009.7.1

 
明
智
ぎ
お
ん
祭

　

家
々
の
軒
先
に
赤
ち
ょ
う
ち
ん
が
飾
ら

れ
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
す
。
ま

た
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
手
作
り
の
あ
ん
ど

ん
も
、
町
並
み
を
一
層
引
き
立
て
ま
す
。

□
と
き　

７
月　

日�
、　

日�
、　

日

１７

１８

１９

�
午
後
６
時
―
９
時

□
と
こ
ろ　

明
智
町
市
街
地

　

市
観
光
協
会
明
智
支
部
（
明
智
振
興
事

務
所
内
）�
５
４
―
２
１
１
１

 
登
り
窯
窯
焚
き

　

初
日
に
火
入
れ
式
を
行
い
、
３
日
間
昼

夜
を
通
し
て
窯 
焚 
き
を
続
け
ま
す
。

だ

□
と
き　

７
月　

日�
午
前
７
時
半
―　

１７

２０

日�
早
朝
未
明
の
焚
き
あ
が
り

□
と
こ
ろ　

山
岡
陶
業
文
化
セ
ン
タ
ー

　

山
岡
陶
業
文
化
セ
ン
タ
ー�
５
６
―
４

５
６
７

 
能
が
楽
し
く
な
る
勉
強
会

　

能
に
つ
い
て
予
習
を
し
て
か
ら
「
い
わ

 
お
り
が
わ
湖
ま
つ
り

　

昔
の
遊
び
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
各
種

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
バ
サ
ラ
踊
り
、
科
学

体
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

□
と
き　

７
月　

日�
午
前　

時
―
午
後

２６

１０

３
時

□
と
こ
ろ　

小
里
川
ダ
ム
、
道
の
駅
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
市
・
山
岡
周
辺

□
主
催　

い
や
す
里
づ
く
り
の
会

　

道
の
駅
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・
山
岡�
５

９
―
０
０
５
１

 
ち
ゃ
ん
こ
会

　
 
入  
間  
川 
部
屋
の
力
士
た
ち
に
よ
る
、
本

い
る 
ま 
が
わ

物
の
ち
ゃ
ん
こ
を
味
わ
っ
て
み
よ
う
。

□
と
き　

８
月
１
日�
午
後
５
時
―

□
と
こ
ろ　

明
智
文
化
セ
ン
タ
ー

□
参
加
料　

▽
大
人
＝
１
０
０
０
円　

▽

中
学
生
以
下
＝
５
０
０
円

　

市
観
光
協
会
明
智
支
部
（
明
智
振
興
事

務
所
内
）�
５
４
―
２
１
１
１

む
ら 
城
址 
薪
能
」
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

じ
ょ
う
し

能
を
理
解
し
て
、
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

７
月　

日�
、
８
月
６
日�
午

１７

後
７
時
―

□
と
こ
ろ　

岩
村
公
民
館

□
講
師　

玉
井 
博  　
 
氏
（
能
楽
師
・
重
要

ひ
ろ 
こ

無
形
文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
）

　

い
わ
む
ら
城
址
薪
能
実
行
委
員
会
（
ま

ち
並
み
ふ
れ
あ
い
の
舘
内
）�
４
３
―
４

６
２
２

 
岩
村
町
楽
市
街
道
宵
ま
つ
り

　

岩
村
の
歴
史
あ
る
町
並
み
に
夜
店
が
並

び
ま
す
。

□
と
き　

７
月　

日�
午
後
７
時
―

１８

□
と
こ
ろ　

岩
村
町
本
通
り

　

恵
南
商
工
会
岩
村
支
所�
４
３
―
２

６
３
６

 
福
寿
苑
夏
ま
つ
り

　

上
矢
作
の
子
ど
も
た
ち
が
演
奏
す
る
太

鼓
や
、
バ
ザ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

７
月　

日�
午
後
５
時
―
８
時

１８

□
と
こ
ろ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿

苑
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿
苑�
４
８

―
３
１
６
１

 
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９

　

自
分
で
作
る
た
の
し
い
工
作
や
科
学
の

不
思
議
な
世
界
を
体
験
し
よ
う
。「
四
次

元
か
ら
の
水
」「
パ
イ
プ
ホ
ン
」
な
ど
の

新
し
い
コ
ー
ナ
ー
や
、
１
５
０�
の
し
ゃ

べ
る
大
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
縦
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

□
と
き　

７
月　

日�
、　

日�
午
前　

１９

２０

１０

時
―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー�
２
５
―
５
１
２

１
 
第　

回
恵
那
納
涼
水
上
花
火    

３８

 
大
会

　

夜
空
と
湖
面
が
彩
ら
れ
る
恵
那
峡
の
花

火
は
、
水
上
花
火
と
打
ち
上
げ
花
火
の
協

演
が
見
も
の
。
恵
那
峡
の
峡
谷
に
迫
力
の

あ
る
音
が
響
き
わ
た
り
ま
す
。 
放 ほう 
生 

じ
ょ
う 
会 
、

え

 
灯 とう 
籠 ろう 
流 
し
、
水
上
花
火
大
会
（
約
２
千

な
が

発
）。

□
と
き　

７
月　

日�
　

▽
放
生
会
、
灯

２５

籠
流
し
＝
午
後
７
時
―　

▽
水
上
花
火
大

会
＝
午
後
８
時
―

□
と
こ
ろ　

恵
那
峡
さ
ざ
な
み
公
園

　

市
観
光
協
会�
２
５
―
４
０
５
８

▲ぎおん祭で飾られた町並み

▲水上花火と打ち上げ花火の協演

▲ちゃんこ会での力士

問問

問問問

問 問

問 問

夏夏ののイイベベンントト夏夏ののイイベベンントト
特集
夏夏ののイイベベンントト
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道
の
駅
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・
山
岡�
５

９
―
０
０
５
１

 
ザ
・
縁
日
ふ
る
さ
と
創
生
花
火

　

仕
掛
け
花
火
や
名
物
の
音
楽
花
火
、
ス

タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
（
約
３
千
発
）
で
彩
ら

れ
る
ふ
る
さ
と
創
生
花
火
。
特
設
の
舞
台

で
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
　

▽
縁
日
＝
午
後

１３

３
時
―　

▽
花
火
＝
午
後
７
時
半
―

□
と
こ
ろ　

岩
村
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

岩
村
城
再
建
構
想
実
行
委
員
会
（
恵
南

商
工
会
岩
村
支
所
内
）�
４
３
―
２
６
３

６
 
道
の
駅
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・
山  

 
岡
お
盆
イ
ベ
ン
ト

　

昔
の
遊
び
を
教
え
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
、　

日�
、　

日

１３

１４

１５

�
午
前　

時
―
午
後
３
時

１０

□
と
こ
ろ　

道
の
駅
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・

山
岡
周
辺

　

道
の
駅
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・
山
岡�
５

９
―
０
０
５
１

 
恵
那
納
涼
夏
祭
り
と
盆
踊
り    

 
の
夕
べ

　

駅
前
通
り
を
メ
ー
ン
会
場
と
し
て
、
縁

日
や
盆
踊
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
後
６
時
半
―

１４

□
と
こ
ろ　

恵
那
駅
前
通
り

　

市
商
店
街
連
合
会
事
務
局
（
商
工
会
議

所
内
）�
２
６
―
１
２
１
１

 
毛
呂
窪
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

　

花
火
（
約
百
発
）
や
お
楽
し
み
抽
選
会
、

盆
踊
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
後
６
時
―

１４

□
と
こ
ろ　

恵
那
北
運
動
広
場
（
雨
天
の

場
合
は
毛
呂
窪
体
育
館
）

　

毛
呂
窪
区
長　

林
正
彦�
２
７
―
３
７

８
１

 
第　

回
天
空
の
里 
飯
地
高
原   

２８

 
夏
ま
つ
り

　

手
筒
花
火
や
花
火
（
約
百
発
）、
盆
踊
り

な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
後
６
時
―

１４

□
と
こ
ろ　

飯
地
公
民
館
前

　

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
飯
地
公
民
館

内
）�
２
２
―
３
４
０
１

 
や
ま
お
か
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　

盆
踊
り
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い

ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
後
６
時
―

１４

□
と
こ
ろ　

山
岡
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会�
５
６

―
３
９
２
１

 
第　

回
明
智
町
納
涼
花
火
大
会

２０

　

明
智
全
域
に
、
ご
う
音
が
鳴
り
響
く
尺

玉　

発
を
含
む
、
打
ち
上
げ
花
火
や
ス

６０
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど（
約
千
発
）。 
浪  
漫  
亭 
前

ろ 
ま
ん 
て
い

の
会
場
で
は
、
バ
ザ
ー
が
あ
り
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
　

▽
バ
ザ
ー
＝
午

１４

後
４
時
―　

▽
花
火
大
会
＝
午
後
７
時
半

―□
と
こ
ろ　

浪
漫
亭
前
駐
車
場

　

明
智
町
納
涼
花
火
大
会
実
行
委
員
会

（
明
智
振
興
事
務
所
内
）�
５
４
―
２
１
１

１

 
い
わ
む
ら
夏
祭
り

　
　

年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
大
変
装
行
列

６０
は
、
各
町
内
会
な
ど
が
毎
年
工
夫
し
た
変

装
で
、
本
通
り
を
練
り
歩
き
ま
す
。
ま
た

手
作
り
の
出
し
飾
り
や
、
あ
ん
ど
ん
も
見

も
の
。

□
と
き　

▽
大
変
装
行
列
＝
８
月
１
日�

午
後
６
時
―　

▽
子
ど
も
み
こ
し
＝
２
日

�
午
後
１
時
―

□
と
こ
ろ　

岩
村
町
本
通
り

　

い
わ
む
ら
夏
祭
り
実
行
委
員
会
（
恵
南

商
工
会
岩
村
支
所
内
）�
４
３
―
２
６
３

６
 
寿
老
の
滝 
出
店

　

癒
や
し
の
空
間
「
寿
老
の
滝
」
で
、
五

平
も
ち
な
ど
を
販
売
す
る
出
店
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

８
月
８
日�
、
９
日�
、　

日
１５

�
、　

日�
午
前　

時
―
午
後
１
時
半

１６

１０

□
と
こ
ろ　

寿
老
の
滝
（
三
郷
町
）

　

市
観
光
協
会
三
郷
支
部
（
三
郷
振
興
事

務
所
内
）�
２
８
―
１
０
０
１

 
あ
そ
び
に
お
い
で
よ　
          

！！

 
道
の
駅
縁
日

　

宝
探
し
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
、
花
火

大
会
な
ど
。

□
と
き　

８
月
８
日�
午
後
５
時
―
９
時

□
と
こ
ろ　

道
の
駅
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・

山
岡
周
辺

▲ザ・縁日ふるさと創生花火

▲飯地高原夏まつりの花火

▲明智町納涼花火大会

問 問

問問問

問 問

問問問

5　2009.7.1

 
姫
栗
納
涼
夏
祭
り

　

盆
踊
り
や
花
火
（
約
百
発
）
な
ど
を
行

い
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
後
７
時
―

１５

□
と
こ
ろ　

姫
栗
ふ
れ
あ
い
広
場
（
笠
置

町
）

　

姫
栗
区
長　

安
田
松
三�
２
７
―
３
３

６
１

 
中
野
方
町
夏
祭
り

　

各
自
治
会
に
よ
る
出
店
、
花
火
（
約
３

百
発
）
や
盆
踊
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
後
５
時
半
―

１５

□
と
こ
ろ　

中
野
方
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン

ド
　

中
野
方
夏
祭
り
実
行
委
員
会
（
中
野
方

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）�
２
３
―

２
１
１
３

 
く
し
は
ら
盆
踊
り

　

屋
台
村
と
盆
踊
り
な
ど
を
行
う
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
後
６
時
―

１５

□
と
こ
ろ　

く
し
は
ら
温
泉
マ
レ
ッ
ト
ハ

ウ
ス
前

　

く
し
は
ら 
笑 

し
ょ
う 

盆 
団
（
串
原
振
興
事
務
所

ぼ
ん

内
）�
５
２
―
２
１
１
１

 
爪
切
地
蔵
尊
奉
納
花
火
大
会

　

約
３
０
０
年
の
歴
史
と
伝
統
技
法
を
今

日
に
伝
え
る
花
火
大
会
。
仕
掛
け
花
火
や

ス
タ
ー
マ
イ
ン
（
約
千
発
）
を
打
ち
上
げ

ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
後
７
時
―

１６

□
と
こ
ろ　

山
岡
町
久
保
原
爪
切
地
蔵
前

　

爪
切
地
蔵
尊
奉
納
花
火
大
会
実
行
委

員
会
（
山
岡
振
興
事
務
所
内
）�
５
６
―

２
１
１
１

 
阿
木
川
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

阿
木
川
ダ
ム
湖
を
船
で
巡
る
巡
視
体
験

や
ダ
ム
堤
体
内
の
見
学
会
、
も
ち
投
げ
大

会
、
地
震
体
験
車
の
試
乗
、
魚
の
放
流
体

験
、 
阿  
岐 
太
鼓
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行

あ 

ぎ

い
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
前　

時
―
午
後

２２

１０

４
時

□
と
こ
ろ　

阿
木
川
ダ
ム
入
り
口
広
場

□
主
催　

コ
コ
ロ
う
る
お
す
水
と
緑
と
歴

史
の
パ
テ
ィ
オ
推
進
協
議
会

　

阿
木
川
ダ
ム
防
災
資
料
館�
２
５
―
０

０
４
６

 
第　

回
岐
阜
県
畜
産
フ
ェ
ア

２０

　

夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
と
し
て
、
県

の
畜
産
物
や
特
産
品
が
い
っ
ぱ
い
の
畜
産

フ
ェ
ア
で
、
ゆ
っ
く
り
牧
場
体
験
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
前　

時
―
午
後

２２

１０

４
時
、　

日�
午
前
９
時
―
午
後
３
時

２３

□
と
こ
ろ　

県
東
濃
牧
場

　

第　

回
県
畜
産
フ
ェ
ア
推
進
委
員
会�

２０

０
５
８
―
２
７
３
―
９
２
０
５
（
直
通
）

 
い
わ
む
ら
城
址
薪
能

　

岩
村
城
藩
主
邸
跡
に
あ
る
老
松
を
背
景

に
生
か
し
た
能
舞
台
を
、
特
設
し
て
開
催

す
る
野
外
能
。

□
と
き　

８
月　

日�
▽
開
場
＝
午
後
４

２２

時
半　

▽
開
演
＝
午
後
５
時
半

□
と
こ
ろ　

岩
村
城
藩
主
邸
跡

□
演
目　

能
「 
羽
衣 
」、「
鞍
馬
天
狗
」、

は
ご
ろ
も

狂
言
「
千
鳥
」

□
入
場
料　

▽
大
人
＝
５
０
０
０
円
（
前

売
り
４
０
０
０
円
）
▽
中
・
高
校
生
＝
１

０
０
０
円

　

い
わ
む
ら 
城
址 
薪
能
実
行
委
員
会
（
ま

じ
ょ
う
し

ち
並
み
ふ
れ
あ
い
の
舘
内
）�
４
３
―
４

６
２
２

 
上
矢
作
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　

谷
あ
い
に
響
く
花
火
（
約
８
百
発
）
が

特
徴
。
花
火
や
縁
日
、
盆
踊
り
な
ど
を
行

い
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
　

▽
魚
つ
か
み
＝

１４

午
前
９
時
―　

▽
縁
日
や
盆
踊
り
、
打
ち

上
げ
花
火
＝
午
後
６
時
―

□
と
こ
ろ　

▽
魚
つ
か
み
＝
道
の
駅
ラ
・

フ
ォ
ー
レ
福
寿
の
里
裏
の
木
の
実
川　

▽

縁
日
や
盆
踊
り
、
打
ち
上
げ
花
火
＝
上
矢

作
町
山
村
広
場

　

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
上
矢

作
振
興
事
務
所
内
）�
４
７
―
２
１
１
１

 
第　

回
東
野
納
涼
夏
祭
り

２８

　

盆
踊
り
や
花
火
、
バ
ザ
ー
な
ど
を
行
い

ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
後
６
時
―

１５

□
と
こ
ろ　

東
野
公
民
館
駐
車
場

　

東
野
夏
祭
り
実
行
委
員
会
（
東
野
振
興

事
務
所
内
）�
２
６
―
２
２
４
４

 
武
並
町
夏
ま
つ
り

　

盆
踊
り
や
バ
ザ
ー
、
大
抽
選
会
な
ど
を

行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
後
６
時
―

１５

□
と
こ
ろ　

県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那

ス
ケ
ー
ト
場

　

ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議
（
武
並
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）�
２
８
―
２
４
２

７

▲

い
わ
む
ら
城
址
薪
能
の
昨
年
の
演
目
「
三
山
」

▲爪切地蔵の仕掛け花火

問問

問問

問

問

問 問

問 問

夏夏ののイイベベンントト夏夏ののイイベベンントト
特集
夏夏ののイイベベンントト
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市
民
プ
ー
ル
無
料
開
放

●
上
矢
作
プ
ー
ル

□
と
き　

７
月　

日�
、　

日�
、　

日

１８

１９

２０

�
「
海
の
日
記
念
」
午
後
１
時
―
６
時

●
山
岡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

□
と
き　

７
月　

日�
「
海
の
日
記
念
」、

２０

８
月　

日�
、　

日�
午
前
９
時
―
午
後

１５

１６

６
時

●
明
智
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

□
と
き　

７
月　

日�
「
海
の
日
記
念
」、

２０

８
月　

日�
、　

日�
午
前
９
時
―
午
後

２２

２３

６
時

【
共
通
】

　

市
体
育
連
盟
事
務
局�
２
５
―
６
４

７
８
（
月
曜
日
は
休
館
）

 
ま
き
が
ね
公
園
多
目
的
・
野
球  

 
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
無
料
開
放

□
と
き　

７
月　

日
―
８
月　

日
（
毎
週

２２

２６

水
曜
日
）
午
前
９
時
―
午
後
５
時

※
午
後
５
時
以
降
は
通
常
料
金

※
中
学
生
以
下
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
申

請
時
に
必
ず
保
護
者
が
付
き
添
う
こ
と

　

市
体
育
連
盟
事
務
局�
２
５
―
６
４

７
８
（
月
曜
日
は
休
館
）

 
学
校
プ
ー
ル
市
民
無
料
開
放    

 
（
無
料
水
泳
教
室
付
）

●
長
島
小
学
校
プ
ー
ル

□
と
き　

７
月　

日�
、　

日�
午
後
１

２５

２６

時
―
４
時

▲元気いっぱいで泳ぐ児童ら（長島小学校で）

　
�１８

　
�１９

　
�２０

　
�２２

　
�２５

　
�２６

　
�２９

上
矢
作
プ
ー
ル
無
料
開
放

上
矢
作
プ
ー
ル
無
料
開
放

海
の
日
記
念
市
民
プ
ー
ル
無
料
開

放
（
山
岡
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
・
明
智

B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル・上
矢
作
プ
ー
ル
）

ま
き
が
ね
公
園
多
目
的
・
野
球
場
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
無
料
開
放

長
島
小
学
校
プ
ー
ル
一
般
開
放

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
・
フ
ッ
ト
サ

ル
無
料
開
放

長
島
小
学
校
プ
ー
ル
一
般
開
放

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
・
フ
ッ
ト
サ

ル
無
料
開
放

ま
き
が
ね
公
園
多
目
的
・
野
球
場
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
無
料
開
放

１�２�５�８�９�
　
�１２

　
�１５

　
�１６

　
�１９

　
�２２

　
�２３

　
�２６

恵
那
北
小
学
校
プ
ー
ル
一
般
開
放

恵
那
北
小
学
校
プ
ー
ル
一
般
開
放

ま
き
が
ね
公
園
多
目
的
・
野
球
場
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
無
料
開
放

大
井
小
学
校
プ
ー
ル
一
般
開
放

大
井
小
学
校
プ
ー
ル
一
般
開
放

ま
き
が
ね
公
園
多
目
的
・
野
球
場
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
無
料
開
放

山
岡
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー

ル
無
料
開
放

山
岡
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー

ル
無
料
開
放

ま
き
が
ね
公
園
多
目
的
・
野
球
場
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
無
料
開
放

明
智
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー

ル
無
料
開
放

明
智
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー

ル
無
料
開
放

ま
き
が
ね
公
園
多
目
的
・
野
球
場
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
無
料
開
放

●
恵
那
北
小
学
校
プ
ー
ル

□
と
き　

８
月
１
日�
、
２
日�
午
後
１

時
―
４
時

●
大
井
小
学
校
プ
ー
ル

□
と
き　

８
月
８
日�
、
９
日�
午
後
１

時
―
４
時

【
共
通
】

□
利
用
者　

市
内
在
住
、
在
勤
者
（
未
就

学
児
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

※
無
料
の
水
泳
教
室
を
随
時
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
体
育
連
盟
事
務
局�
２
５
―
６
４

７
８
（
月
曜
日
は
休
館
）

 
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
・
フ
ッ  

 
ト
サ
ル
無
料
開
放

□
と
き　

７
月　

日�
、　

日�
午
前
８

２５

２６

時
半
―
午
後
７
時
か
日
が
暮
れ
る
ま
で

□
と
こ
ろ　

県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那

ス
ケ
ー
ト
場

※
貸
し
靴
は
有
料
（
５
０
０
円
）

　

県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス
ケ
ー
ト

場�
２
８
―
３
３
９
０（
月
曜
日
は
休
館
）

動
く

　

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
無
料
開
放
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

７月

８月

▲

インラインスケート

問問

問問

7　2009.7.1

□
と
き　

７
月　

日�
午
後
１
時
半
―
３

２６

時□
と
こ
ろ　

中
山
道
広
重
美
術
館
講
座
室

□
演
目　
「 
四  
谷  
怪  
談 
」「 
幡  
隨  
院  
長
兵  
衛 
」

よ
つ 
や 
か
い 
だ
ん 

ば
ん 
ず 
い
ん 
ち
ょ
う
べ 
え

□
参
加
費　

▽
大
人
＝
８
０
０
円
（
入
館

料
含
む
）
▽
小
中
高
生
＝
３
０
０
円

□
定
員　
　

人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

８０

切
り
）

 
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
絵
本
の
展
示
と  

 
カ
ー
ド
作
り

　

絵
の
飛
び
出
す
カ
ー
ド
を
作
り
ま
す
。

□
と
き　

７
月　

日�
午
前　

時
半
―
午

２６

１０

後
３
時
半

□
と
こ
ろ　

図
書
館
お
は
な
し
テ
ラ
ス

 
切
り
紙
・
造
形
作
家
水
野
政
雄  

 
先
生
の
「
紙
と
遊
ぼ
う
」

　

紙
を
切
っ
た
り
張
っ
た
り
す
る
、
さ
ま

ざ
ま
な
遊
び
を
紹
介
し
ま
す
。

□
と
き　

７
月　

日�
午
後
１
時
半
―
３

２９

時
半

□
と
こ
ろ　

図
書
館
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

□
定
員　
　

人
（
小
学
生
以
上
。
定
員
に

４０

な
り
次
第
締
め
切
り
）

□
受
付
期
間　

７
月　

日�
―　

日�

１８

２６

 
理
科
の
「
お
も
し
ろ
」
実
験

　

面
白
く
て
不
思
議
な
理
科
の
実
験
。

□
と
き　

７
月　

日�
午
前　

時
―　

時

３０

１０

１１

半□
と
こ
ろ　

図
書
館
南
側
キ
ャ
ノ
ピ
ー
下

 
夏
の
「
こ
わ
〜
い
お
話
」

□
と
き　

８
月
６
日�
午
後
６
時
半
―
７

時
、　

日�
午
後
５
時
―
５
時
半
、　

日

２２

２３

�
午
後
２
時
―
２
時
半

□
と
こ
ろ　

図
書
館
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

 
ゆ
か
た
で
涼
む
美
術
館

　

こ
の
日
は
、
観
覧
料
の
無
料
と
夜
間
特

別
開
館
を
実
施
。
来
館
者
に
は
、
夏
ら
し

い
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
午
前
９
時
半
―
午

１４

後
８
時
（
入
館
は
午
後
７
時
半
ま
で
）

□
と
こ
ろ　

中
山
道
広
重
美
術
館

 
名
シ
ー
ン
の
う
ち
わ
を
作
ろ
う

　

展
覧
会
の
出
品
作
品
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
う
ち
わ
を
作
り
ま
す
。

□
と
き　

８
月　

日�
、　

日�
午
後
１

２２

２３

時
半
―
４
時

□
と
こ
ろ　

中
山
道
広
重
美
術
館
講
座
室

□
定
員　

小
学
生　

各
日　

人
（
定
員
に

１０

な
り
次
第
締
め
切
り
）

□
材
料
費　

３
０
０
円

【
共
通
】

　
　
　
　

▽
図
書
館

イ
ベ
ン
ト
＝
市
中
央

図
書
館�
２
５
―
５

１
２
０　

▽
美
術
館

イ
ベ
ン
ト
＝
中
山
道

広
重
美
術
館�
２
０

―
０
５
２
２

 
夏
の
お
は
な
し
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
手
遊
び
な
ど
。

□
と
き　

▽
小
学
生
ま
で
対
象
＝
７
月　
１８

日�
、　

日�
、
８
月
１
日�
、
８
日�
、

２５

　

日�
、　

日�
午
前　

時
半
―　

時　

２２

２９

１０

１１

▽
乳
幼
児
対
象
＝
７
月　

日�
、
８
月
４

２８

日�
、　

日�
、　

日�
午
前　

時
半
―

１１

２５

１０

　

時
１１□

と
こ
ろ　

図
書
館
お
は
な
し
の
部
屋

 
ぐ
り
と
ぐ
ら
の
仲
間
に
な
ろ
う

　

絵
本
の
世
界
を
再
現
。
衣
装
を
着
替
え

て
、
主
人
公
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

□
と
き　

７
月　

日�
―　

日�
午
前　

２４

３１

１０

時
―
午
後
５
時

□
と
こ
ろ　

図
書
館
お
は
な
し
の
部
屋

 
ぐ
り
と
ぐ
ら
の
カ
ス
テ
ラ
作
り

　

お
話
に
登
場
す
る
カ
ス
テ
ラ
で
す
。

□
と
き　

７
月　

日�
午
前
９
時
半
―　

２６

１１

時
半

□
と
こ
ろ　

中
公
民
館
調
理
室
（
市
中
央

図
書
館
前
で
食
べ
ま
す
）

□
定
員　
　

人
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同

２０

伴
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

□
受
付
期
間　

７
月　

日�
―　

日�

１１

２４

 
講
談
師
神
田
昌
味
氏
の　
　
　

 
「
講
談
で
楽
し
む
名
シ
ー
ン
」

　

浮
世
絵
に
描
か
れ
た
名
シ
ー
ン
を
、
講

談
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

１�４�６�８�
　
�１１

　
�１４

　
�２２

　
�２３

　
�２５

　
�２９

夏
の
お
は
な
し
会
（
小
学
生
ま
で
）

夏
の
お
は
な
し
会
（
乳
幼
児
）

夏
の
「
こ
わ
〜
い
お
話
」

夏
の
お
は
な
し
会
（
小
学
生
ま
で
）

夏
の
お
は
な
し
会
（
乳
幼
児
）

ゆ
か
た
で
涼
む
美
術
館

名
シ
ー
ン
の
う
ち
わ
作
り

夏
の
「
こ
わ
〜
い
お
話
」

夏
の
お
は
な
し
会
（
小
学
生
ま
で
）

名
シ
ー
ン
の
う
ち
わ
作
り

夏
の
「
こ
わ
〜
い
お
話
」

夏
の
お
は
な
し
会
（
乳
幼
児
）

夏
の
お
は
な
し
会
（
小
学
生
ま
で
）

　
�１８

　
�２３

　
�２４

　
�２５

　
�２６

　
�２８

　
�２９

　
�３０

夏
の
お
は
な
し
会
（
小
学
生
ま
で
）

企
画
展「
大
江
戸
劇
場　

描
か
れ

た
名
シ
ー
ン
」（
―
８
月　

日
）

３０

ぐ
り
と
ぐ
ら
の
仲
間
に
な
ろ
う

（
―　

日
）

３１
夏
の
お
は
な
し
会
（
小
学
生
ま
で
）

ぐ
り
と
ぐ
ら
の
カ
ス
テ
ラ
作
り

講
談
で
楽
し
む
名
シ
ー
ン

絵
の
飛
び
出
す
カ
ー
ド
作
り

夏
の
お
は
な
し
会
（
乳
幼
児
）

切
り
紙
・
造
形
作
家
水
野
政
雄
先

生
の
「
紙
と
遊
ぼ
う
」

理
科
の
「
お
も
し
ろ
」
実
験

学
ぶ

８月

か 
ん    
だ   
ま 
さ   
み

　

市
中
央
図
書
館
や
中
山
道
広
重
美
術
館

の
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

▲

昨
年
の
理
科
実
験

７月

申
・
問

夏夏ののイイベベンントト夏夏ののイイベベンントト
特集
夏夏ののイイベベンントト



広報えな　8

癒
や
し

　

市
内
の
滝
で
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
浴
び

て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
今
回
は
数
あ
る
滝

の
中
で
、
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
６
カ
所

の
滝
を
紹
介
し
ま
す
。

▼垂松瀑（岩村町）▼寿老の滝（三郷町）

▲

不
動
の
滝
（
中
野
方
町
）

▼喉の滝（上矢作町）▼山岡滝（山岡町） ▼お軽の滝（串原）

408

410

407

394

413

407

406

412

68 72

68

33

33

11

20

20

101

403

109

405

68

66

9　2009.7.1

①
不
動
の
滝
（
中
野
方
町
）

　

県
道
恵
那
白
川
線
の
「
不
動
の
滝
農

産
物
直
売
所
」
の
近
く
で
、
笠
置
山
か

ら
流
れ
出
る
清
流
に
不
動
の
滝
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
滝
は
、
巨
岩
が
折
り
重

な
っ
た
渓
谷
を
、
流
れ
落
ち
る
の
が
特

徴
で
す
。

　

中
野
方
振
興
事
務
所�
２
３
―
２

１
１
１

②
寿
老
の
滝
（
三
郷
町
）

　

三
郷
町
の
椋
実
地
区
で
、
人
里
離
れ

た
谷
川
の
上
流
に
あ
る
滝
。
落
差
は
約

　
�
で
、
水
量
が
多
い
と
き
に
は
、
２

１０つ
の
滝
と
な
り
ま
す
。
老
い
を 
寿 
ぐ

こ
と
ほ

（
長
寿
を
祝
う
）
と
し
て
、
寿
老
の
滝
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

滝
の
管
理
は
市
観
光
協
会
三
郷
支
部

が
中
心
と
な
っ
て
行
い
、
８
月
に
は
会

員
に
よ
る
出
店
で
、
訪
れ
る
人
を
も
て

な
し
ま
す
。（
本
紙
４�
参
照
）

　

三
郷
振
興
事
務
所�
２
８
―
１
０

０
１

③
垂
松
瀑
（
岩
村
町
）

　

三
森
山
か
ら
流
れ
る
富
田
川
の
、
岩

村
ダ
ム
の
下
流
に
あ
る
の
が 
垂 すい 
松 

し
ょ
う 
瀑 
で

ば
く

す
。
地
元
で
は
、
不
動
の
滝
や
水
晶
滝

と
も
呼
ば
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

⑥
喉
の
滝
（
上
矢
作
町
）

　

国
道
４
１
８
号
沿
い
の
上
村
川
で
、

　
　
　
　

川
が
狭
ま
っ
て
あ
た
か
も 
喉 のど

　
　
　
　
　
　

の
よ
う
に
巨
岩
が
積
み

　
　
　
　
　
　
　
　

重
な
っ
た
所
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
の
が
喉
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滝
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

切
り
立
っ
た
岩
場

　
　
　
　
　
　
　

の
間
を
、
激
流
が
喉

の
間
を
通
っ
て
行
く
よ
う
に
、
水
し
ぶ

き
を
上
げ
て
流
れ
落
ち
て
い
ま
す
。

　

上
矢
作
振
興
事
務
所�
４
７
―
２

１
１
１

　

こ
の
滝
の
散
策
道
を
、
こ
と
し
２
月

か
ら
農
村
景
観
日
本
一
を
守
る
会
が
整

備
を
行
い
、
６
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

岩
村
振
興
事
務
所�
４
３
―
２
１

１
１

④
山
岡
滝
（
山
岡
町
）

　

山
岡
振
興
事
務
所
か
ら
小

里
川
ダ
ム
方
面
へ
向
か
っ
て

車
で
５
分
。
下
手
向
の
山

あ
い
の
土
岐
坂
川
で
、
岩

場
を
蛇
行
し
な
が
ら
流
れ

て
い
る
滝
が
、
山
岡
滝
で

す
。

　

滝
の
下
流
に
架
か

る
赤
い
橋
か

ら
の
景
色

は
、
絶
景

で
す
。

　

山
岡
振

振
興
事
務

所�
５
６

―
２
１
１
１

⑤
お
軽
の
滝
（
串
原
）

　

串
原
振
興
事
務
所
か
ら
少
し
南
へ

行
っ
た
山
深
い
渓
谷
に
、
白
糸
の
よ
う

に
流
れ
落
ち
る
お
軽
の
滝
が
あ
り
ま

す
。
繊
細
な
美
し
さ
で
訪
れ
る
人
を
魅

了
し
て
い
ま
す
。

　

天
保
の
こ
ろ
、
大
干
ば
つ
に
苦
し
む

村
人
を
見
か
ね
た
心
や
さ
し
い
「
お
軽
」

が
、
滝
不
動
に
願
を
か

け
て
大
雨
を
降
ら

し
、
村
を
救
っ
た

と
い
う
伝
説
が
あ
る
滝
で
す
。

　

串
原
で
整
備
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
で
は
、
く
し
は
ら
温
泉
さ
さ
ゆ

り
の
湯
か
ら
こ
の
滝
へ
行
く
コ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

　

串
原
振
興
事
務
所�
５
２
―
２
１

１
１

※
滝
な
ど
の
近
く
は
、
危
険
な
場
所
も
あ
り

※
滝
な
ど
の
近
く
は
、
危
険
な
場
所
も
あ
り

ま
す
。
訪
れ
る
場
合
は
、
十
分
注
意
し
て
く

ま
す
。
訪
れ
る
場
合
は
、
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

夏夏ののイイベベンントト夏夏ののイイベベンントト
特集
夏夏ののイイベベンントト

問問

問問

問

問
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﹇﹇ 
指
標
で
達
成
状
況
を
確
認

指
標
で
達
成
状
況
を
確
認

﹈
 
﹈

　

総
合
計
画
に
は
「
め
ざ
そ
う
値
」
と
い

う
成
果
指
標
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
数
値
は
、
計
画
全
体
で
１
４
９
項
目
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
誰
に
で
も
目
標
の
達

成
状
況
が
分
か
る
よ
う
に
、
客
観
的
な
数

値
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
具
体
的
な
目
標
や
取
り
組
み

が
表
現
さ
れ
て
い
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
は
、
市
が
目
標
を
達
成
で
き
た
か
ど
う

か
、
確
認
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
目
標
の
達
成
状
況
を
見
な
が

ら
、
１
年
間
の
取
り
組
み
の
成
果
と
未
達

成
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
の
達
成
状
況
は
、
国
勢
調
査
な
ど
数

年
ご
と
に
測
定
す
る
６
項
目
を
除
く
、
１

４
３
項
目
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

昨
年
度
の
状
況
は
次
の
通
り
で
す
。

【
目
標
の
達
成
状
況
】

▽
達
成
で
き
た
も
の
＝　

項
目

５３

▽
下
回
っ
た
も
の
＝　

項
目

９０

【
平
成　

年
度
の
基
準
値
と
の
比
較
】

１７

▽
向
上
し
た
も
の
＝
１
０
３
項
目

▽
変
わ
ら
な
い
も
の
＝
５
項
目

▽
低
下
し
た
も
の
＝　

項
目

３５

﹇﹇ 
加
速
度
的
な
変
化
に
対
応

加
速
度
的
な
変
化
に
対
応  

﹈﹈

　

わ
た
し
た
ち
の
周
り
に
は
、
健
康
や
食

の
安
全
、
経
済
状
況
な
ど
厳
し
い
環
境
が

多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
市
を
取
り
巻
く
社

会
情
勢
は
、
少
子
高
齢
化
の
一
層
の
進

行
、
人
口
減
少
に
伴
う
周
辺
地
域
で
の
過

疎
化
や
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
醸
成
な

ど
、
３
年
前
の
前
期
計
画
策
定
時
に
比
べ

て
、
加
速
度
的
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
実
施
し
た
市
民
意
識
調
査
結

果
や
、
総
合
計
画
に
掲
げ
た
成
果
指
標

「
め
ざ
そ
う
値
」
に
は
、
必
ず
し
も
目
標
ど

お
り
進
ん
で
い
な
い
項
目
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
社
会
環
境
の
変
化
に
応
じ

て
、
市
の
将
来
像
「
人
・
地
域
・
自
然
が

調
和
し
た
交
流
都
市
」
の
実
現
に
向
け
、

後
期
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

﹇﹇ 
市
の
推
計
人
口
が
大
幅
減

市
の
推
計
人
口
が
大
幅
減  

﹈﹈　

　

現
計
画
で
は
、
目
標
年
度
で
あ
る
平
成

　

年
度
の
目
標
人
口
を
５
５
０
０
０
人
と

２７し
て
い
ま
す
。　

目
標
人
口
は
、
計
画
の

期
間
中
、
変
更
し
な
い
こ
と
が
一
般
的
で

す
。
し
か
し
、
昨
年
度
に
行
っ
た
人
口
推

計
の
結
果
は
、
計
画
策
定
時
の
推
計
と
大

き
な
開
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
計
画
の
目
標
人
口
は
、
推
計
値
５
２

０
０
１
人
に
施
策
効
果
２
９
９
９
人
を
加

え
て
５
５
０
０
０
人
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
新
し
い
人
口
推
計
で
は
、
平

成　

年
の
人
口
が
５
１
１
０
０
人
と
９
０

２７
１
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
「
目
標
人
口
５
５

０
０
０
人
」
の
下
方
修
正
を
検
討
す
る
必

要
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

後
期
計
画
の
策
定
に
着
手

　

市
で
は
、
総
合
計
画
後
期
計
画
の
策
定
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
、
５
年
間
の
ま

２３

２７

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。
５
月　

日
に
、
第
１
回
総
合
計
画
審
議
会
で
市
長
か
ら
有
本
信
昭
会
長
に
、
同

１９

計
画
策
定
に
つ
い
て
諮
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
５
月　

日
に
は
、　

地
域
の
地
域
協
議
会
に
対
し
て
、「
安
心
し

２８

１３

て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」「
合
併
し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
後
期
地
域
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

諮
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
策
定
が
始
ま
っ
た
総
合
計
画
後
期
計
画
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
（
内
線
３
３
０
）

▲第１回総合計画審議会のようす

市市
のの
未未
来来
がが
描描
かか
れれ
まま
すす

市市
のの
未未
来
が
描

来
が
描
かか
れれ
まま
すす

総
合
計
画

11　2009.7.1

﹇﹇ 
地
域
協
議
会
を
中
心
に
検
討

地
域
協
議
会
を
中
心
に
検
討

﹈
 
﹈

　

地
域
計
画
は
、
総
合
計
画
の
策
定
と
共

に
、
地
域
ご
と
の
課
題
の
解
決
や
、
将
来

に
対
す
る
希
望
や
夢
の
実
現
の
た
め
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
、
継
続
し
て
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
の
計

画
で
す
。

　
　

地
域
の
地
域
協
議
会
を
中
心
に
検
討

１３
し
て
い
た
だ
き
、
来
年
３
月
ま
で
に
、
答

申
を
い
た
だ
く
予
定
で
す
。　

　

今
後
、
各
地
域
で
は
計
画
策
定
の
た
め

の
話
し
合
い
な
ど
が
持
た
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
の
積
極
的
な
ご
意
見
が
、
地
域
を
活
性

化
へ
と
導
き
ま
す
。

﹇﹇ 
市
民
と
協
働
で
素
案
作
り

市
民
と
協
働
で
素
案
作
り  

﹈﹈

　

後
期
計
画
は
、
策
定
の
段
階
か
ら
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
り
上
げ
て
行
き

ま
す
。
具
体
的
な
策
定
作
業
は
、
総
合
計

画
審
議
会
と
そ
の
下
部
組
織
の
総
合
計
画

策
定
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
が
行
い
ま
す
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
は
市
民
な
ど
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
総
合
計
画
審
議
会
委
員　
３０

人
と
公
募
に
よ
る
委
員　

人
、
市
職
員　

２２

２５

人
の
合
計　

人
か
ら
な
る
組
織
で
す
。

７７

　

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
は
、
左
の
欄
で
紹

介
し
て
い
る
よ
う
に
、
５
つ
の
部
会
を
設

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
計
画

の
素
案
を
作
り
ま
す
。

　

市
民
委
員
と
職
員
が
協
働
で
来
年
６
月

の
答
申
に
向
け
て
作
業
を
進
め
ま
す
。

  
　　　康福祉・生活環境部会　
　　　（長嶋まち子 部会長）

　子育てや健康づくり、高齢者や障がい者

の福祉、医療など健康福祉の分野と、自然

環境の保全や都市環境づくり、環境衛生や

防災など生活環境の分野ついて計画の素

案を作ります。

　　　市交流基盤・産業振興部会
　　　（鎌田満 部会長）

　土地利用や公共交通、道路や情報通信基

盤など都市交流基盤の分野と、商業、工

業、農業、林業、観光や雇用など産業振興

の分野について計画の素案を作ります。

　　　育文化・市民参画部会
　　　（牧野倫太郎 部会長）

　学校教育や生涯学習、文化・芸術や文化

財、スポーツなど教育文化の分野と、協働

のまちづくりや男女共同参画、国際・都市・

地域間交流や地域コミュニティ活動、行財

政基盤の確立など市民参画の分野につい

て計画の素案を作ります。

　　　口減少対策プロジェクト検討部会
　　　（橋本典明 部会長）

　人口減少と少子高齢化による地域活力

の低下や、集落機能の維持など人口減少に

ついて、対策を検討します。

　　　期財政計画プロジェクト検討部会
　　　（市川美彦 部会長）

　合併後の財政の特例措置が、後期基本計

画期間中に終了時期を迎えるため、それに

対応するための持続可能な財政フレーム

について財政計画を検討します。

※各部会では、市民の皆さんからパブリッ

クコメントや地域懇談会での意見を取り

入れることを予定しています。

　　

５つのワーキング部会

市の未来を導く羅針盤

【基本構想】
まちづくりの理念や将来像と、それを実現するための目標
を示すもので、基本計画や実施計画の基礎となるものです。

【計画の期間と構成】
平成１８年３月に策定され、平成２７年度までの１０年間の基
本構想と５年ごとに見直しする基本計画、毎年見直しをす
る実施計画で構成されています。

【基本計画】
基本構想を実現するために、具体的な施策展開の方向と達成
すべき施策目標（指標）を定めたものです。前期計画（展開計
画）と後期計画（展望計画）の２部で構成されています。

【実施計画】
基本計画の施策について、3年間で実施する事業内容を定め
ています。

地
域
計
画

健

都

人

教

長
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　：問い合わせ　　：申し込み問 申

試験期日受付期間受験資格募集項目
９月２３日�

８月１日�～９月１１日�
高卒（見込み含む）以上２１歳未満航空学生（パイロット養成）

９月１９日�
１８歳以上２７歳未満

一般曹候補生
９月２７日�・２８日� ２等陸海空士（女子）
９月下旬予定年間を通して随時１８歳以上２７歳未満 ２等陸海空士（男子）
１０月２４日�９月７日�～１０月２日�高卒（見込み含む）以上２４歳未満看護学生（看護師養成）
１０月３１日�・１１月１日�９月７日�～１０月２日�

高卒（見込み含む）以上２１歳未満
防衛医科大学校学生

９月２６日�・２７日�９月５日�～９日�防衛大学校学生・推薦
１１月７日�・８日�９月７日�～１０月２日�防衛大学校学生・一般

　募集に伴い説明会を開催します。

□とき　７月１１日�・１２�・８月８日�・３０日�午前９

時～午後６時（都合の良い時間にお越しください）

□ところ　恵那地域事務所（王子板紙前）

□公式ウェブサイト　http://www.mod.go.jp/pco/gifu/

　自衛隊恵那地域事務所�２６-４３１０

　新しい保険証は、

現在のカードタイ

プから折りたたみ

タイプに変更にな

ります。

□平成２１年度の保

険料額が決定

　平成２０年の所得

が確定し、平成２１

年度の保険料が決

まりましたので、５月末までに県の後期高齢者医療制度

の被保険者になった方に対して、７月中旬に「後期高齢

者医療保険料額決定通知書」を送付します。保険料額や

納付方法を記載していますので、ご確認ください。

□保険料の支払いを口座振替に変更できます

　保険料を年金からお支払いいただいている方は、口座

振替に切り替えることができます。

　口座振替への切り替えを希望する方は、市民課医療給

付係まで、問い合わせください。

　市民課医療給付係（内線１５２）

問

問

後期医療制度の新しい保険証は７月中旬に
郵送します。

８月からは新しい折りたたみ式の保険証
８月１日�からは、医療機関に新しい保険証を提示
してください。

被保険者番号○○○○○○○　平成２２年７月３１日
住　　　所  岐阜県恵那市○○町１番地１

氏　　　名　恵那　太郎　　　　　性　別　男
生年月日　　　　　　昭和○○年○○月○○日
資格取得年月日　　　平成○○年○○月○○日
発効期日　　　　　　平成○○年○○月○○日
交付年月日　　　　　平成○○年○○月○○日
一部負担金の割合　　　　　　○　割

保険者番号　　　○○○○○○○○
保険者名　岐阜県後期高齢者医療広域連合

恵那　太郎

○○○○○○○○

　○　割

平成２２年７月３１日

�

被保険者番号○○○○○○○　平成２１年７月３１日
住　　　所  岐阜県恵那市○○町１番地１

氏　　　名　恵那　太郎　　　　　性　別　男
生年月日　　　　　　昭和○○年○○月○○日
資格取得年月日　　　平成○○年○○月○○日
発効期日　　　　　　平成○○年○○月○○日
交付年月日　　　　　平成○○年○○月○○日
一部負担金の割合　　　　　　○　割

保険者番号　　　○○○○○○○○
保険者名　岐阜県後期高齢者医療広域連合

現行の保険証は７月まで使えます
カードタイプの保険証の有効期限は７月３１日�ま
でとなりますので、ご注意ください。

　後期高齢者（長寿）医療制度の保険証（後期高齢者医

療被保険者証）は、市内に住所を有する７５歳以上の方と、

６５歳から７４歳までで、一定の障がいがあり後期高齢者医

療制度に加入している方に交付されます。

　現在の保険証の有効期限は平成２１年７月３１日�となっ

ていますので、８月１日�からは７月中旬に送付する新

しい保険証をご使用ください。

後期高齢者医療制度（長寿医療制度）、８月１日�から保険証が変わります

自衛官と防衛大学校学生など募集

13　2009.7.1

初
め
て
受
講
す
る
方
は
、
７
月　
２７

日�
ま
で
に
申
し
込
め
ば
優
先
さ

れ
ま
す
。
再
受
講
者
の
受
講
の
可

否
は
、
７
月　

日�
以
降
に
連
絡

２８

し
ま
す
。

　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ

ブ�
０
９
０
―
４
２
６
５
―
９
７

２
７
、�

info@
psc.enat.jp 　

□
と
き　

７
月
７
日�
午
前　

時
１０

―
正
午

□
と
こ
ろ　

市
共
同
福
祉
会
館
２

階
和
室

　

露
木
淳
子�
２
６
―
２
６
６
０

　

岩
村
町
に
あ
る
子
育
て
支
援
施

設
こ
ぎ
つ
ね
の
森
は
、
夏
の
間
、

開
所
時
間
を
変
更
し
ま
す
。

□
変
更
期
間　

７
月
―　

月
末

１０

□
開
所
時
間　

午
前
９
時
半
―
午

後
２
時
半

□
活
動
日　

毎
週
月
・
水
・
金
曜

日
　

子
育
て
支
援
こ
ぎ
つ
ね
く
ん�

３
２
―
１
１
２
１

　

か
ん
げ
き
す
る
会
で
は
、
親
子

で
楽
し
む
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。（
ま

ち
づ
く
り
市
民
活
動
推
進
助
成
金

　『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ
ベントや各種募集などを市内に周知するため
のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に関
する掲載はできません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報
広聴係�２６-２１１１（内線３１４）

□
と
き　

８
月
７
日�
午
前　

時
１０

―
午
後
３
時 

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
室 

□
定
員　
　

人
（
小
学
３
年
生
以

１０

下
は
保
護
者
同
伴
） 

□
材
料
費　

５
０
０
円 

□
持
ち
物　

は
さ
み
、
木
工
用
ボ

ン
ド
、
筆
記

用
具
、
定
規
、

弁
当
、
水
筒
、

袋
（
完
成
品

を
い
れ
る
） 

【
共
通
】

□
申
込
期
間　

７
月　

日�
午
前

１１

　

時
か
ら
開
講
日
前
日
ま
で

１０※
【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
編
】に
つ
い
て
、

を
受
け
て
い
ま
す
）

□
と
き　

８
月　

日�
午
前　

時

２５

１０

―　

時
（
開
場
は
午
前
９
時
半
）

１１
□
と
こ
ろ　

市
共
同
福
祉
会
館
集

会
室

□
参
加
費　

大
人
３
０
０
円
、
子

ど
も
１
０
０
円
（
３
歳
以
下
は
無

料
）

　

ま
ち
づ
く
り
市
民
協
会�
２
０

―
０
６
５
７

　

誰
も
が
、
地
域
で
普
通
に
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
学
習
会

を
開
催
し
ま
す
。
介
護
現
場
職
員

だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
介
護
の

世
界
を
知
ろ
う
と
い
う
方
、
家
族

に
認
知
症
患
者
が
み
え
る
方
、
介

護
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
、
パ
ー

ソ
ン
セ
ン
タ
ー
ド
ケ
ア
を
、
一
緒

に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

□
と
き　

７
月　

日�
午
後
０
時

２６

半
―
４
時
（
受
け
付
け
は
正
午
か

ら
）

□
と
こ
ろ　

市
共
同
福
祉
会
館
集

会
室

□
講
師　

寺
田
真
理
子
さ
ん

□
参
加
費　

１
５
０
０
円
（
講
師

料
・
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
）

□
申
し
込
み
方
法　

フ
ァ
ク
ス
か

メ
ー
ル
で
、
氏
名
と
連
絡
先
、
参

加
人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

□
締
め
切
り　

７
月　

日�
２１

　
　
　

恵
那
市
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
ゼ
ロ
ハ
チ
の
会�
・�
２
６

―
２
６
０
２
（
永
石
）、�

teruna
ga1109@

ybb.ne.jp

８
月
期
講
座
の
ご
案
内

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
編
】

□
と
き　

８
月
４
日�
、　

日
１１

�
、　

日�
、　

日�
午
前
９
時

１８

２５

半
―　

時
半

１１

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
室 

□
内
容　

マ
ウ
ス
・
キ
ー
ボ
ー
ド

の
使
い
方
、
文
字
入
力
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
閲
覧
の
基
本
操
作
を

丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

□
講
座
経
費　

５
５
０
円
（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
９
０
０
円
）

□
定
員　
　

人
（
定
員
に
な
り
次

１８

第
締
め
切
り
）

【
夏
休
み
子
ど
も
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ

フ
ト
講
座
Ｂ
】

　

夏
休
み
の
ひ
と
と
き
、
友
達
や

親
子
で
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
展
開
図

を
印
刷
し
、
組
み
立
て
る
、
紙
模

型
工
作
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

こ
ぎ
つ
ね
の
森

夏
の
間
、
開
所
時
間
を
変
更

▲講座の様子

大江戸劇場
描かれた名シーン
７/２３�～８/３０�

企画展

　芝居や物語などの名シーンが描かれた浮世絵
をご紹介します。

歌川国芳

木曽街道六十九次之内

追分　おいは・宅悦

田中コレクション

７月５日�は市民の日（市民に限り観覧料が無料）
　中山道広重美術館�２０-０５２２

よ
ろ
ず
劇
場
と
ん
が
ら
し

お
と
ぎ
の
国
の
ゆ
う
び
ん
屋
さ
ん

認
知
症
介
護
学
習
会

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ

ブ

父
子
家
庭
の
祖
父
母
会

問

問

申
・
問

申
・
問

問

問
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夏
休
み
は
学
童
保
育
を
利
用
す

る
児
童
が
増
え
る
た
め
、
指
導
員

を
追
加
募
集
し
ま
す
。

□
資
格　

教
員
・
幼
稚
園
教
諭
・

保
育
士
資
格
な
ど
（
大
学
で
の
教

育
学
・
芸
術
学
・
心
理
学
な
ど
を

専
攻
し
た
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
）
ま
た
資
格
の
無
い
方
で
も
補

助
指
導
員
と
し
て
応
募
可
能
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。

□
業
務　

放
課
後
の
時
間
、
遊
び

を
通
じ
て
児
童
の
健
全
育
成
や
生

活
指
導
を
行
い
ま
す
。

※
勤
務
時
間
や
報
酬
、
募
集
定
員

な
ど
は
各
ク
ラ
ブ
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

子
育
て
支
援
課
（
内
線
２
２

７
）、
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

□
と
き　

８
月
２
日�
―
３
日�

□
と
こ
ろ　

愛
知
県
一
色
町
佐
久

島（
市
内
か
ら
バ
ス
で
行
き
ま
す
）

　：問い合わせ　　：申し込み問 申

助成額活動内容団体名
【ファーストステップ部門】

５０,０００円地域を花でいっぱいにねこはな会
５０,０００円人と野生動物が共存する爛漫の里山整備構想サバゾイ井水管理組合
５０,０００円ダンボールコンポストから堆肥作り"生ごみから生野菜"まちの小さなエコグループ
５０,０００円子どもと一緒に生の舞台を観劇しようかんげきする会
５０,０００円野畑古市場の研究と伝承昔語りを引き継ぐ会

【まちづくり部門】
５６,０００円市内全域の野生植物調査と、記録および分布マップ作り恵那野生植物探索の会
１１０,０００円認知症への理解・ケアと介護家族の支援（ケア・実技を学ぶ）認知症サポーター０８の会
７６,０００円完璧な親はいないよ。子育ては自分育てＮＰＯ法人みんなで子育てドロップス
５４,０００円途中下車で石仏を巡るふるさと再発見プロジェクト途中下車
４１,０００円健康意識の向上、休耕荒廃地の活用明智町薬草研究会
２２,０００円下田歌子女史の墓碑等の清掃岩邑うた子会
４２０,０００円濁川の環境整備（第一期：奉行橋下流左岸）濁川の環境を守る会
４０,０００円花鳥風月を旧暦で楽しもう中山道大井宿しぶろく
５００,０００円映画でまちを元気にしよう「市民参加型映画制作」えな「心の合併」プロジェクト

【協働部門】
パパママ講座の託児コーディネートＮＰＯ法人みんなで子育てドロップス
聴覚障がい者のための防災イラストマップ作成恵那市手話通訳連絡会
協働事業評価ーお互いの満足度を採点してみよまいかＮＰＯ法人地球の未来

　さまざまな視点から、まちづくり活動を展開して
いる市民団体に対し、まちづくり市民活動推進助成
事業による助成額が決定しました。
　ことしは、新たに協働部門が設けられ、市との協
働事業も展開されます。
　市とまちづくり市民協会は、それぞれのまちづく
り活動が、より活発に展開されるよう、幅広い支援

をしていきます。
　皆さんも身近なところから、まちづくりに参画し
てみませんか。
　１２月には、活動発表祭を予定していますので、気
軽にご参加ください。
　まちづくり推進課（内線６３９）、まちづくり市民協会
�２０-０６５７

□
参
加
費　

１
人
３
０
０
０
円

□
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

４０

□
対
象　

小
学
校
３
年
生
以
上

（
３
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
）

□
内
容　

海
水
浴
・
カ
ヌ
ー
・
漁

船
体
験
・
夜
光
虫
観
察
・
ア
ー
ト

ピ
ク
ニ
ッ
ク
ほ
か

□
申
し
込
み
開
始
日　

７
月　

日
１０

�
午
前
８
時
半
―

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
課�
４
３
―
２

１
１
２

　

み
の
じ
の
み
の
り
祭
の
特
別
企

画
と
し
て
、
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。
こ

と
し
も
最
高　

万
円
の
賞
金
が
あ

５０

り
ま
す
。
あ
な
た
の
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
作
品
】

□
作
品
テ
ー
マ　
「
お
か
げ
さ
ま
」

□
制
作
条
件　

市
に
ま
つ
わ
る
も

の
（
風
景
、
文
化
、
特
産
品
、
人
、

写
真
な
ど
）
を
取
り
入
れ
る

□
作
品
時
間　
　

分
以
内

１０

□
エ
ン
ト
リ
ー
料　

無
料

□
締
め
切
り　

８
月　

日�
３１

【
一
日
映
画
塾
】

　

プ
ロ
の
監
督
、
脚
本
家
が
教
え

る
映
画
塾
で
学
ん
で
み
よ
う
。

□
と
き　

７
月　

日�
午
前
９
時

１２

Ｅ
Ｎ
Ａ
シ
ョ
ー
ト
ム
ー

ビ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導

員海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ

佐
久
島
参
加
者

【おわびと訂正】本紙６月１日号７�の左上写真の説明文にモンシロチョウと記載しましたが、正しくはスジグロシ

ロチョウの誤りでした。おわびして訂正します。　　企画課広報広聴係（内線３１９）　問

申
・
問

１団体当たり
最大３０万円

問

募
集

１４の活動に１５７万円、協働部門に１団体当たり最大３０万円を助成

問

15　2009.7.1

―
午
後
６
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
商
工
会
議
所
３

階
会
議
室

□
受
講
料　

無
料

□
定
員　
　

人
３０

【
共
通
】

□
申
し
込
み
方
法　

恵
那
商
工
会

議
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
よ

り
申
し
込
む

　

Ｅ
Ｎ
Ａ
み
の
じ
の
み
の
り
祭
実

行
委
員
会
（
恵
那
商
工
会
議
所
青

年
部
事
務
局
）�
２
６
―
１
２
１

１
　

市
内
と
中
津
川
市
の
事
業
所
に

よ
る
就
職
面
接
会
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

７
月　

日�
午
後
１
時

２０

―
４
時（
受
付
開
始
は
正
午
か
ら
）

□
と
こ
ろ　

東
美
濃
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ア
リ
ー
ナ（
中
津

川
市
茄
子
川
１
６
８
３
―
７
９
７
）

□
参
加
費　

無
料

□
対
象
者　

一
般
求
職
者
、
Ｕ

タ
ー
ン
希
望
者
、
パ
ー
ト
求
職

者
、
平
成　

年
３
月
新
規
大
学
な

２２

ど
卒
業
予
定
者
（
中
学
生
・
高
校

生
除
く
）

□
実
施
方
法　

個
別
面
接
方
式

（
履
歴
書
不
要
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
恵
那�
２
６
―

１
３
４
１

　

図
書
館
や
市
民
の
皆
さ
ん
が
不

用
に
な
っ
た
本
を
、
お
譲
り
し
ま

す
。

□
と
き　

７
月　

日�
、　

日�

１１

１２

午
前　

時
半
―
午
後
４
時

１０

□
と
こ
ろ　

市
中
央
図
書
館
２
階

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

　

市
中
央
図
書
館�
２
５
―
５
１

２
０

　

土
器
作
り
と
野
焼
き
で
の
焼
成

に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

□
と
き　

▽
土
器
作
り
＝
７
月　
２５

日�
　
【
午
前
の
部
】午
前　

時
―

１０

正
午
、【
午
後
の
部
】
午
後
１
時
半

―
３
時
半　

▽
野
焼
き
＝

８
月
９
日�

午
前
９
時
半

―
午
後
３
時

半
（
昼
食
は

各
自
）

□
と
こ
ろ　

山
岡
陶
業
文
化
セ
ン

タ
ー

□
定
員　

小
、
中
学
生
と
保
護
者

の
ペ
ア
２
人
１
組　

午
前
・
午
後

各　

組
１５

□
参
加
費　

１
０
０
０
円

□
締
め
切
り　

７
月　

日�
（
定

２１

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

□
作
品
の
引
渡
し　

８
月　

日�
３０

　
　
　

山
岡
陶
業
文
化
セ
ン
タ
ー

�
・�
５
６
―
４
５
６
７

　

間
も
な
く
お
盆
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
す
。
市
で
は
ブ
ル
ー
リ

バ
ー
作
戦
の
一
環
と
し
て
、
供
物

な
ど
を
河
川
や
道
路
に
出
さ
な
い

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
河
川

な
ど
の
環
境
美
化
を
目
指
し
、
精

霊
流
し
の
供
物
な
ど
は
、
各
自
で

持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

環
境
課
（
内
線
１
８
３
）

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人

保
健
施
設
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な

ど
、
利
用
し
た
と
き
の
食
費
や
居

住
費
を
減
額
す
る
認
定
の
申
請
が

で
き
ま
す
。

□
対
象　

世
帯
全
員
が
市
民
税
非

課
税
の
方

□
期
限　

７
月　

日�
３１

□
有
効
期
間　

７
月
１
日�
―
来

年
６
月　

日�
３０

※
期
限
を
過
ぎ
て
も
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
が
、
有
効
期
間

は
、
申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
と

な
り
ま
す

　
　
　

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係

（
内
線
１
２
４
）、
各
振
興
事
務
所

　

幕
末
の
岩
村
藩
出
身
の
偉
人
佐

藤
一
斎
を
、
貯
金
箱
を
作
り
な
が

ら
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

□
と
き　

８
月
２
日�
午
前
９
時

半
―
正
午

□
と
こ
ろ　

岩
村
公
民
館

□
定
員　
　

人
（
で
き
る
だ
け
親

６０

子
で
参
加
く
だ
さ
い
）

□
参
加
費　

無
料

　
　
　

岩
村
公
民
館�
４
３
―
３

７
２
２

　

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
恵
那
跡
地
を　
１０

月　

日
ま
で
、
開
放
し
ま
す
。
森

３１
林
に
親
し
む
場
と
し
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

場
内
は
、
手
入
れ
が
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。
ご
利
用
に
当
た
っ
て

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

林
業
振
興
課
（
内
線
５
２
６
）

案
内

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
恵
那
跡
地

の
開
放

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認

定
申
請

精
霊
流
し
の
供
物
な
ど
川

に
流
さ
な
い
取
り
組
み
を

古
本
リ
サ
イ
ク
ル
市

 
親
子
で

「
ち
び
っ
こ
陶
芸
教
室
」

佐
藤
一
斎
の
学
習
と
オ
リ

ジ
ナ
ル
貯
金
箱
づ
く
り

ほっ
とｉ
ｎえ
な

放送
中

　えなっコチャンネルでは、６月から

「ほっとｉｎえな」と題し、恵那の出来

事やイベントなどのニュース、市から

のお知らせ、１歳になった赤ちゃんの

写真などを紹介しています。ぜひご覧

ください。

　毎日３回放送しています。

□放送時間

午前８時２０分～

午後０時２０分～

午後６時２０分～

　�アミックスコ

ム�０１２０-９２７-５２８

�２０-３２５２

問

問

申
・
問

問

問

申
・
問

問

ひ
が
し
み
の
就
職
面
接
会

２
０
０
９

申
・
問

問
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６
月　

日
、
笠
置
山
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
エ
リ
ア
が
オ
ー

１４

プ
ン
し
ま
し
た
。
当
日
、
訪
れ
た
ク
ラ
イ
マ
ー
約
１
６
０

人
は
、
笠
置
山
の
中
腹
に
あ
る
エ
リ
ア
で
、
ロ
ー
プ
な
ど

の
確
保
な
し
で
岩
な
ど
を
登
る
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
を
楽
し
み

ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
プ
ロ
ク
ラ
イ

マ
ー
小
山
田 
大 
さ
ん
が
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
の
実
演
を
し
、
訪

だ
い

れ
た
人
々
は
プ
ロ
の
技
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

記
帳
小
屋
付
近
で
は
人
口
壁
を
使
っ
た
体
験
イ
ベ
ン
ト

も
あ
り
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
エ
リ
ア
が
笠
置
山
に
オ
ー
プ
ン

日下  拓  人 くん
たく と

大
好
き
な
姉
様
と
た
く
ま

し
く
育
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
！

敦
史
さ
ん
・
陽
子
さ
ん

三郷町

浅野  颯 くん
はやと

い
た
ず
ら
好
き
な
颯
く

ん
。
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
に

負
け
ず
元
気
に
育
っ
て
ね

健
さ
ん
・
め
ぐ
み
さ
ん

古山  真  凛 ちゃん
ま りん

お
誕
生
日
お
め
で
と
う�

元
気
い
っ
ぱ
い
大
き
く

な
ぁ
〜
れ�稔

晃
さ
ん
・
樹
里
さ
ん

東野

高田  宗  佑 くん
そう すけ

こ
れ
か
ら
も
そ
の
笑
顔
で

み
ん
な
を
幸
せ
に
し
て

ね
。
大
好
き
だ
よ�

学
さ
ん
・
な
ぎ
さ
さ
ん

嶋崎  天  馬 くん
てん ま

☆
元
気
い
っ
ぱ
い
！
モ
リ

モ
リ
食
べ
て
た
く
ま
し
く

育
っ
て
ね
！

博
士
さ
ん
・
ゆ
か
り
さ
ん

武並町

長谷川  莉  緒 ちゃん
り お

お
誕
生
日
お
め
で
と
う�

明
る
く
優
し
い
女
の
子
に

育
っ
て
ネ
！

誠
さ
ん
・
洋
恵
さ
ん

明智町 ７月生まれのお誕生日 大井町大井町

17　2009.7.1

　保存修理工事中の国重要文化財武並神社本殿の、一般

公開が、６月７日に行われました。工事中の調査から、

同本殿が１５６４（永禄７）年に再建されたことや、建築当

初は、現在と屋根の形が違うことなどが分かりました。

　「健康・福祉祭」が、６月７日にまきがね公園で行われ、

約３７００人が訪れました。当日は、健康・福祉をテーマに

約３０のブースが出展。参加者は、それぞれ自分の生活習

慣や健康について、指導や講習に耳を傾けていました。

　一年生の保護者を対象にして、大井第二小学校で給食

参観・試食会が６月１０日に行われました。当日は、子ど

もと同じ給食を食べて、給食風景を参観した後、栄養士

の給食に関する説明を熱心に聞いていました。

　恵那の味伝承講座が、６月１０日、アグリパーク恵那で

開催され、参加者は、ほお葉ずしと、ほお葉もち作りに

挑戦しました。市内農家の女性グループが講師となり、

１０回講座で各地域の伝統料理を伝えていきます。

　８月に１歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を募集します。
写真（なるべく一人で胸から上
で顔全体が写っているもの）の
裏に住所、氏名（ふりがな）、生
年月日、性別、電話番号、両親の
氏名、３０字以内のコメントを添
えて、７月１５日�までにお申し
込みください。またケーブルテ
レビ掲載の可否についてもご記
入ください。申し込み多数の場
合は先着順により掲載します。

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
�２６-２１１１（内線３１９） 佐々木  晟  冴 くん

せい ご

１
歳
の
お
誕
生
日
お
め
で

と
う
。
こ
れ
か
ら
も
元
気

に
育
っ
て
ね
。

琢
郎
さ
ん
・
百
恵
さ
ん

山岡町

林  幸  愛  徠 ちゃん
ゆ あ ら

１
歳
お
め
で
と
う�

元
気
い
っ
ぱ
い
の
幸
愛
徠

が
大
好
き
だ
よ�

寛
宗
さ
ん
・
令
奈
さ
ん

長島町

岩田  穏  空 ちゃん
しず く

い
つ
も
笑
顔
を
あ
り
が
と

う
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に

す
く
す
く
育
っ
て
ネ�

大
介
さ
ん
・
由
香
さ
ん

長島町

佐藤  陸  人 くん
りく と

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

元
気
い
っ
ぱ
い
の
男
の
子

に
育
っ
て
ね�

嘉
祐
さ
ん
・
友
貴
さ
ん

長島町

丹羽  菜  々   美 ちゃん
な な み

菜
々
ち
ゃ
ん
誕
生
日
お
め

で
と
う
。
元
気
い
っ
ぱ
い

明
る
い
子
に
育
っ
て
ね
。

英
樹
さ
ん
・
里
未
さ
ん

明智町

足立  陸  斗 くん
りく と

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
☆

元
気
に
た
く
ま
し
く
育
っ

て
ね
！巨

樹
さ
ん
・
寿
子
さ
ん

大井町

本殿は１５６４年に再建されていた 健康・福祉祭で健康チェック

おいしい給食をいただきます 恵那の伝統の味を伝えます
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　６月１７日、長島小学校４年生の児童が給食の残りを

使った肥料作りに挑戦しました。　これは、環境学習の

一環として行われました。肥料は、秋には出来上がる予

定で、商店街や学校の冬野菜作りに利用されます。

　岩村町の旧祥雲寺にある３基の石造物が、同町内で最

古の物と判明。６月１４日、その勉強会を、城下町ホット

いわむら・歴史掘りおこし委員会が、西町 庚  申  堂 で開催
こう しん どう

し、約６０人の参加者は石造の隠れた歴史を学びました。

　挑戦し続けることが大切。祖父から学んだことを発

表した、山岡中学校３年生の鈴木千夏さんが、少年の主

張大会で最優秀賞を獲得。６月２０日、恵那文化センター

で開催された同大会には、約２５０人が来場しました。

　６月２２日、山岡保育園年長組の園児２９人が、小里川で

ウナギの稚魚放流を体験しました。園児は約３００匹のウ

ナギを放流し、時々逃げ出すウナギを驚きながらも捕ま

え、普段では味わえない感触に大喜びでした。

　恵那農業高校の生徒と、花のまち恵那（代表　丸山朝

夫さん）ら地元住民が、６月２２日、恵那駅前周辺の花壇

に花を植栽しました。黄色やオレンジなど、色取り取り

の花々は、８月ごろまでが見ごろとなります。

　田植えの終わった中野方町坂折棚田で、６月２０日、田

の神祭りが行われ、約３００人が訪れました。日が沈むと

棚田は約１０００基のカンテラの灯と、和太鼓やオカリナ演

奏の音色に包まれ、幻想的な夜となりました。

残菜が肥料に生まれ変わるよ 岩村町最古の石造物を学ぶ

鈴木千夏さんが最優秀賞を獲得 山岡保育園児がウナギの稚魚放流

駅前周辺がを花で彩られています 坂折棚田、一夜の幻想的な世界に
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さ
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恵那峡へは、北原白秋、若山牧水など多く

の文人が訪れている。特に白秋は、何度も

恵那に足を運び、１９３４（昭和９）年来遊の

折には、恵那峡とんとん節や大井栄舞を作

詞した。さざなみ公園の先端には、歌碑も

残されている。

バイオリン工場と中野方町民との触れ合い

の物語は、「バイオリンの村」（１９７９年・赤

座憲久作・鈴木義治画）という創作童話と

して小峰書店から出版されている。

　「電力王」福沢桃介によって木曽川の急流を、せき止め
て造り上げられた大井ダムによってできた人造湖。
　大井ダムから、上流約１０�の区域を指し、１９２０（大
正９）年に、地理学者の志賀 重  昴 によって、恵那峡と命

しげ たか

名された。両岸には、 屏 
びょう

 風 岩、軍艦岩、品の字岩、 獅  子 
ぶ し し

岩などの奇岩・怪石が立ち並び、それらを遊覧船から眺
めることもできる景勝地。
　また、春にはサクラをはじめ、ツツジやフジの花も美
しく咲く。夏には濃緑に赤い恵那峡大橋が映え、秋に
は、モミジ、カエデなどが湖面を彩る。冬にはオシドリ
やムクドリなどが飛来し、バードウオッチングもできる
など、季節ごとにさまざまな景色が楽しめる。市内に２
カ所ある県立自然公園の一つ。

　中野方町の恵那楽器�は、バイオリンの生産量が日本
一。日本人で最初の世界的なバイオリン製作者であり、
鈴木バイオリン製造�の創始者である鈴木政吉の２代
目、鈴木梅吉が強制疎開で中野方町まで来たことに始ま
る。
　そして戦後は、恵那工場（中野方町）でバイオリン、
ギターの製造を再開。１９４６（昭和２１）年、現在の名古屋
市中川区に本社を移転、１９５４（昭和２９）年、恵那工場を
�恵那楽器と改め、系列工場とした。
　現在、恵那楽器�では鈴木バイオリンのスタン
ダード製品の７５�を製造。バイオリン、マンド
リン、コントラバス、チェロを従業員全員がそ
れぞれの技術で製造している。また自社ブラ
ンド・サウンドエナとして、オリジナル製品
の製造販売も手掛けている。

バイオリンの生産風景

恵那峡（えなきょう）３

バイオリン生産量日本一のまち

市を代表する観光名所

遊覧船が走る緑豊かな恵那峡

４
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